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残
暑
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
伊
那
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
天
候
は
猛
暑
続
き
で
心
配

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
一
昨
年
よ
り
発
し
た
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
3
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
少
し
ず
つ
落
ち

着
き
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
第
七

波
と
思
わ
れ
る
兆
し
が
心
配
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
活
動
も
従
来
通
り
の
活

動
に
は
移
れ
ま
せ
ん
。
感
染
対
策

を
と
り
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
活

動
の
推
進
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
は
、
お
お
き
な
柱
の
一
つ
で
あ

り
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

6
月
に
市
高
連
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
を
実
施
、
ま
た
南
信
ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動
事
例
発
表
が
伊
那

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
那
市
高

●
会
長
か
ら
の
挨
拶

●
会
長
か
ら
の
挨
拶

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
活
動
を

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
活
動
を

伊
那
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

樋
代 

義
男

【タテ 1】都道府県の一つ。県庁所在地は名古屋市。
【タテ 2】住む場所のこと。「よき〇〇〇」。
【タテ 3】気が強い様。「〇〇〇な性格」。

【ヨコ 4】現在のこと。２文字。
【ヨコ 5】ある区画された土地の概念。「〇〇〇住民」。

タテのカギ

ヨコのカギ

A

B

C 答
え
は
12
ペ
ー
ジ
！ 連

か
ら
も
坂
下
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
よ

り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

感
染
対
策
を
し
て
の
事
業
で
し
た
。

長
寿
社
会
に
向
か
っ
て
私
た
ち
は

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が
る
高
齢

者
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
に
対
す
る
期

待
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
今
後

と
も
引
き
続
き
、
誇
り
を
も
っ
て
、

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
や
団
体
か
ら
御
支
援
を
い
た
だ

き
、
4
期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
福
祉
の
ま
ち
を
目

指
し
て
、
全
身
全
霊
を
さ
さ
げ
て

市
政
運
営
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、

ク
ラ
ブ
員
同
士
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会

貢
献
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社

会
状
況
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
日
常
生
活
や
様
々
な
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
原
油

価
格
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
物
価
の

高
騰
に
よ
り
、
家
計
を
直
撃
す
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

年
々
、
ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
が
減

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
福
祉
の
ま
ち
を
目
指
し
て

伊
那
市
長　

白
鳥　

孝

少
し
て
い
る
現
状
は
大
変
残
念
に

思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
伊
那

市
で
は
高
齢
者
の
3
回
目
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
は
92
％
を
超
え
、
4
回
目
の

接
種
を
順
次
進
め
て
い
く
計
画
と
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
に
よ
り
、
感
染
者
数
は
減

少
傾
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
一
刻
も

早
く
こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
に
戻
る

こ
と
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢

者
へ
の
生
活
支
援
と
し
て
も
、
国
や

県
の
経
済
対
策
の
ほ
か
、
様
々
な
伊

那
市
独
自
の
支
援
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
市
民
生
活
の
状
況

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
た
追
加
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
「
２
０
２
５
年
問
題
」
が

目
前
に
迫
り
、
伊
那
市
に
お
い

て
も
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
数
は
大
幅
な
増
加
傾
向
と
な

り
、
２
０
３
０
年
代
前
半
頃
に
ピ

ー
ク
を
向
か
え
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
数
が
減
少
に
転
じ
る
の
は

２
０
４
０
年
以
降
と
推
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
医
療
や
介
護

な
ど
の
社
会
保
障
費
の
急
増
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
を
支
え
る
人
材
不
足
な

ど
も
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
が
、

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

支
え
あ
い
、
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
の
活

動
は
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
が
、
い
き
い
き
と
健
康
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
支
援
と
し
て
、

多
く
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る

「
高
齢
者
い
き
い
き
健
康
券
」
の
用

途
を
拡
充
す
る
な
ど
利
用
拡
大
を

図
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
高
齢
者
の
健

康
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
御

祈
念
申
し
上
げ
、
4
期
目
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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伊那地区（単位クラブ会長）

No. クラブ名 氏　名

1 御園友愛会 伊東　勝利
2 山寺白山クラブ東部 大沼　満子
3 山寺白山クラブ西部 矢野　昌史
4 坂下宮本シニアクラブ 赤羽　文人
5 坂下本町シニアクラブ 有賀　昭洋
6 坂下入船旭シニアクラブ 有賀　信敏
7 室町高齢者クラブ 鈴木　孝勇
8 上荒井町友愛クラブ 増田　幸佑
9 川北町高齢者クラブ 丸山敞一郎
10 線路東高齢者クラブ 北原　領一
11 伊那部盛年福祉の会 出野　恒夫
12 羽広高齢者クラブ 小林　英男
13 なんてったって吹上倶楽部 有賀　憲幸
14 横山鳩吹会 唐木　和成
15 ますみが丘シニアクラブ 清水　　満
16 下小沢あかりの会 唐澤　壽男
17 小沢いきいきクラブ 小坂美恵子
18 日影ふれあいクラブ 堀米　和齢
19 上牧20会 田畑　幸子
20 境高齢者クラブ 大住　正興
21 上新田高齢者クラブ 橋場　規行
22 貝沼明笑会 中村　晴一
23 下殿島老人クラブ 高見　親久
24 美篶平成会 中村　敏一
25 下川千寿クラブ 春日　晴規
26 中坪元気会 藤村　和之
27 野口高齢者クラブ 畑　　靖人
28 八ツ手高齢者クラブ 向山　慶一
29 下手良高齢者クラブ 竹中　茂二
30 小出島年輩者の会 坪木　民男
31 小出三区気楽会 清水　俊学
32 沢渡高齢者クラブ 寺山　増市

高遠地区（単位クラブ会長）

長谷地区（単位クラブ会長）

No. クラブ名 氏　名

1 東高遠仲よし会 渡辺　繼男
2 西高遠高齢者クラブ 大野田國男
3 板山悠悠会 向山　元雄
4 塩供高齢者クラブ 北原　一伸
5 水上長生会 伊藤　　勝
6 御堂垣外明生会 藤澤　直彦
7 松倉松寿会 高嶋　國勝
8 勝間長生会 湯沢　紘治
9 芝平さくら会 星野　　進
10 金井長生会 桐生　　透
11 引持楽々会 平岩　国幸

No. クラブ名 氏　名

1 非持山高齢者クラブ 池上　　均
2 非持長生会 中山　　眞
3 溝口高齢者クラブ 羽場　政光
4 黒河内高齢者クラブ 原田　徳三
5 中尾高齢者クラブ 大出　達雄
6 理　事 中山　晶計

伊那地区（連合会役員）

市役所担当 ( 社会福祉課 )

各地区担当　支所市民福祉課

社会福祉協議会 ( 高齢者クラブ担当事務局 )

役　職 氏　　名

会　長 樋代　義男
副会長 (事務局長 ) 中村　晴一

副会長
丸山敞一郎
堀米　和齢
平岩　国幸

女性部長 小坂美恵子
女性副部長 小田中知文

理　事

伊東　勝利
矢野　昌史
有賀　昭洋
出野　恒夫
清水　　満
大住　正興
竹中　茂二
上田　兼齋
大野田國男
原科　勝人
中山　晶計
伊藤　静子
北原きよみ
高嶌　幸子

監　事
小林　英男
酒井　　巌

伊那地区 伊藤　智美

高遠町地区 伊澤まゆみ
長谷地区 西澤　明子

局　長 森田　英和
係 秋山　芳恵

令和 4 年度伊那市高齢者クラブ連合会役員名簿
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こ
の
度
図
ら
ず
も
副
会
長
と
い

う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
高

遠
町
上
山
田
の
平
岩
国
幸
で
す
。

微
力
者
で
す
が
職
務
を
全
う
し
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
初
め
に
私
達
地
域
の
ク
ラ
ブ

の
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
ク
ラ
ブ

の
名
称
は
「
人
生
楽
々
会
」
で
平
成

16
年
12
月
12
日
に
設
立
し
、
今
何
か

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
達
・
ひ

た
す
ら
希
望
を
探
求
し
、
常
に
青
春

心
を
持
ち
続
け
た
い
人
を
対
象
に
事

業
と
し
て
は
、楽
（
書
・
笑
・
酒
・
食
・
茶
・

花
）
等
々
人
生
を
心
豊
か
に
生
き
抜

く
事
を
目
的
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　

当
初
会
員
は
43
名
（
男
性
19
名
女

性
24
名
）
で
し
た
が
現
在
は
40
名
（
男

性
18
名
女
性
22
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
2
ヵ
年
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
予
防
の
為
、
集
会
や
諸
々
の
行

事
は
実
施
出
来
な
い
状
態
と
な
っ
て

伊
那
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ 

副
会
長　

平
岩 

国
幸

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
楽
々
会
発

足
以
来
18
年
と
な
り
ま
し
た
。
1
日

も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

さ
て
数
年
前
に
私
は
、
社
会
福
祉

法
人
浴
風
会
病
院
の
院
長
で
あ
る
大

友
栄
一
先
生
の
「
ぼ
け
に
成
り
や
す

い
人
・
成
り
難
い
人
」「
ぼ
け
介
護
の

記
録
」「
ぼ
け
老
人
介
護
の
失
敗
」「
ぼ

け
老
人
と
生
活
す
る
」
等
、
ぼ
け
老

人
を
抱
え
て
苦
労
し
て
い
る
家
族
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
綴
っ
た
書
が
出
版

さ
れ
た
事
を
知
り
ま
し
た
。
80
代
半

ば
の
私
に
役
立
つ
と
思
い
購
読
し
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
私
の
心
に
深
く

染
み
込
ん
だ
「
ボ
ケ
予
防
の
10
ヶ
条
」

を
抜
粋
し
、
高
齢
者
の
皆
様
に
参
考

に
な
れ
ば
と
思
い
こ
こ
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ボ
ケ
予
防
の
10
ヶ
条
】

①
塩
分
と
動
物
性
脂
肪
を
控
え

副
会
長
に
就
任
し
て

副
会
長
に
就
任
し
て

た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
。

②
適
度
に
運
動
を
行
い
足
腰
を

丈
夫
に
。

③
深
酒
と
タ
バ
コ
は
止
め
て
規
則

正
し
い
生
活
を
。

④
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
・
肥
満

等
）
の
予
防
・
早
期
発
見
・

治
療
を
。

⑤
転
倒
に
気
を
付
け
よ
う
。
頭
の

打
撲
は
ボ
ケ
招
く
。

⑥
興
味
・
好
奇
心
を
持
つ
よ
う
に
。

⑦
考
え
を
纏
め
て
表
現
す
る
習
慣
を
。

⑧
細
や
か
な
気
配
り
を
し
た
良
い

付
き
合
い
を
。

⑨
何
時
も
若
々
し
く
お
洒
落
心

を
忘
れ
ず
に
。

⑩
く
よ
く
よ
し
な
い
で
明
る
い

気
分
で
生
活
を
。

　

こ
の
書
を
読
ん
で
私
が
感
じ
た
こ

と
は
、
大
い
に
参
考
に
と
言
う
前

に
自
分
の
現
状
を
反
省
し
ま
し
た
。

今
か
ら
長
続
き
出
来
そ
う
な
ボ
ケ

予
防
の
パ
タ
ー
ン
を
実
行
に
移
し
、

毎
日
の
生
活
の
中
に
習
慣
と
な
る

よ
う
見
直
し
、
人
生
最
終
コ
ー

ナ
ー
を
心
豊
か
に
笑
顔
を
忘
れ
ず

健
康
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
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令
和
4
年
度
伊
那
市
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
単
位
ク
ラ
ブ
役

員
会
・
指
導
者
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
参
加
者

を
単
位
ク
ラ
ブ
役
員
1
、
2
名

に
絞
り
少
人
数
で
、
ま
た
内
容

を
縮
小
、
時
間
を
短
縮
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

丸
山
副
会
長
の
開
会
の
言
葉

で
始
ま
り
、
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
大

樹
の
よ
う
に
」
を
斉
唱
。
そ
の

後
、
新
年
度
の
役
員
及
び
担
当

職
員
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
で
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
交
流
が
制
限
さ
れ
る

中
、
健
康
寿
命
、
フ
レ
イ
ル
予

防
に
つ
な
が
る
ク
ラ
ブ
活
動
へ

の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
新
し
い
時
代
に
相
応
し
た

活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

来
賓
紹
介
で
は
、
伊
那
市

健
康
福
祉
部
長
・
松
澤
浩
一

氏
、
社
会
福
祉
課
長
・
網
野
喜

彦
氏
、
伊
那
市
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
長
・
森
田
英
和
氏
の

紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ご

挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
及
び
高
齢
者
ク
ラ
ブ
事

務
局
か
ら
補
助
金
等
の
説
明
や

会
費
納
入
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

指
導
者
研
修
会
で
は
、
下
手

良
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
竹
中
会
長

に
よ
る
活
動
事
例
発
表
が
あ
り
、

年
間
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、健
康
づ
く
り
、介
護
予
防
、

教
養
向
上
活
動
等
事
業
の
概
要

を
話
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
健
康
推
進
活
動
と

し
て
「
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」

さ
ん
2
名
の
講
師
に
身
体
と
脳

を
使
っ
て
健
康
体
操
を
体
験
し

単
位
ク
ラ
ブ
で
の
健
康
推
進
活

動
の
参
考
と
し
ま
し
た
。

5
月
13
日
（
金
）　
伊
那
市
公
民
館

単
位
ク
ラ
ブ
役
員
会
・
指
導
者
研
修
会
開
催

単
位
ク
ラ
ブ
役
員
会
・
指
導
者
研
修
会
開
催

役
員
指
導
者
研
修
会

役
員
指
導
者
研
修
会

単
位
ク
ラ
ブ
役
員
会

令和 4 年度　伊那市高齢者クラブ連合会
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令和4年度
マレットゴルフ大会

結　果

クラブ名・会長名 氏名 性別 ホール No

1
位

境高齢者クラブ
スコア：266

唐澤　正尚 男 67
石井　国彦 男 58
米山　一子 女 81
石井あけみ 女 60

2
位
坂下本町シニアクラブ
スコア：269

亀山　勝治 男 61
中林暁喜雄 男 63
赤羽　文人 男 81
牧田　俊一 男 64

3
位

上新田高齢者クラブ
スコア：274

橋場　規行 男 69
湯川　幹男 男 67
木嶋　林弥 男 68
三澤　清隆 男 70

4
位

山寺白山クラブ（B）
スコア：280

滝沢　純司 男 71
北原　　勝 男 73
清水　勝雄 男 74
清水　信子 女 62

5
位

山寺白山クラブ（A）
スコア：285

柴　　睦紀 男 67
山岸　俊行 男 69
山岸　　真 男 83
髙山　光春 男 66

6
位

日影ふれあいクラブ
スコア：291

酒井　　巌 男 79
春日　省三 男 82
中沢　二郎 男 66
丸山　健三 男 64

6
位

川北町高齢者クラブ
スコア：291

吉瀬　茂生 男 72
後田　　武 男 67
古旗　　功 男 78
福澤　尚文 男 74

8
位

御園友愛会
スコア：297

茅原　辰夫 男 59
下平　康行 男 77
北原佐智子 女 75
御子柴美代子 女 86

9
位

伊那部盛年福祉の会
スコア：316

出野　恒夫 男 82
原　　荘内 男 77
仲藤伊久江 女 78
原　　泰子 女 79

【個人の部】
男性 1位
御園友愛会　茅原　辰夫さん

女性 1位
境高齢者クラブ　石井あけみさん

【団体の部】
1 位　境高齢者クラブ

　コロナ渦で 2 年間開催できなかった、マレッ
トゴルフ大会を 6 月 9 日羽広マレットゴルフ場
にて開催しました。
　市内各単位クラブの精鋭の皆様にお集まりい
ただき、9 チーム 36 名で大会に臨みました。
　単位クラブでは、コロナ禍でも体力維持・向
上のためマレットゴルフを行っているクラブは
たくさんあります。今回の大会も全クラブに参
加募集をしたところ、9 クラブが参加ください
ました。この大会は単位クラブの交流も目的と
して行っていますが、常日頃の練習の成果が発
揮できた方、今日はいまいちだったな～と言い
ながらも皆さん笑顔で参加されたことが一番の
交流となりました。結果は次の通りです。



私たちは伊那市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

第 27 号（8）令和 4 年 8 月発行

わがクラブ紹介
　

令
和
4
年
4
月
の
新
年
度
総
会

か
ら
始
ま
り
気
張
ら
な
い
気
楽
で

楽
し
い
会
を
基
本
に
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
あ
り
ま
す
の
で
諸
活
動
も
マ

ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
等
励

行
し
行
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
ク
ラ
ブ
紹
介
で
あ
り
ま
す
の
で
、

昨
年
度
（
令
和
3
年
）
の
実
績
を

述
べ
ク
ラ
ブ
紹
介
と
い
た
し
ま
す
。

　

4
月
・
花
見
の
会
を
兼
ね
て
新

年
度
総
会
で
月
一
回
の
例
会
の
計

画
を
発
表
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。
5
月
・
日
帰
り
温
泉
旅
行
で
、

長
谷
仙
流
荘
の
ご
理
解
と
参
加
希

望
会
員
の
健
康
状
態
を
信
頼
し
入

浴
・
食
事
会
・
談
話
等
で
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

6
月
・
ボ
ッ
チ
ャ
の
講
習
を
し
て

そ
の
後
チ
ー
ム
を
組
ん
で
試
合
を

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
盛
ん

に
な
る
行
事
か
と
思
い
ま
す
。7
月
・

七
夕
祭
り
、
短
冊
に
そ
れ
ぞ
れ
が

願
い
事
を
書
き
青
竹
に
つ
る
し
飾

り
、
そ
の
後
は
お
し
ゃ
べ
り
や
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

8
月
・
市
役
所
福
祉
相
談
課
・
健

康
推
進
課
の
協
力
を
得
て
お
出
掛

け
健
康
講
座
で
熱
中
症
予
防
・
介

護
保
険
に
つ
い
て
の
話
し
等
を
聞

き
、
健
康
体
操
も
行
い
ま
し
た
。

　

9
月
・
映
画
観
賞
会
で
上
伊
那
地

方
視
聴
覚
教
育
協
議
会
の
協
力
を

得
て「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」

を
鑑
賞
す
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
於
い
て
日
本
人
医
師
中
村
哲
氏

が
ハ
ン
セ
ン
病
と
の
戦
い
と
懽
漑

用
水
路
を
造
り
緑
の
大
地
に
す
る

ス
ト
ー
リ
ー
で
感
動
し
ま
し
た
。

　

10
月
・
映
画
を
見
て
の
ア
フ
ガ

ン
に
つ
い
て
の
現
況
と
中
村
医
師

の
功
績
に
つ
い
て
の
出
席
会
員
の

感
想
等
を
主
に
有
意
義
な
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

11
月
・
料
理
教
室
が
テ
ー
マ
の
月

で
今
ま
で
は
女
性
会
員
が
中
心
で

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
た
ま
に
は

男
性
会
員
も
や
っ
て
は
と
の
提
案

に
応
え
て
「
味
付
け
ご
飯
・
お
で
ん
」

が
好
評
で
し
た
。

　

12
月
・
通
常
通
り
の
例
会
で
茶

を
飲
み
な
が
ら
の
一
人
一
言
以
上

の
発
言
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

1
月
・
新
年
会
で
は
ふ
れ
あ
い
館

で
昼
食
後
、
麻
雀
・
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
・

花
札
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

2
月
・
節
分
の
会
、
豆
ま
き
の

後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
話
題
を

交
え
豆
を
食
べ
、
茶
を
飲
み
な
が

ら
も
賑
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

3
月
・
年
度
末
大
掃
除
で
ふ
れ
あ

い
館
の
窓
ふ
き
等
清
掃
作
業
を
し
、

会
員
が
自
宅
近
く
や
、
公
民
館
に

来
る
途
中
で
拾
っ
た
不
法
投
棄
物

を
分
別
整
理
し
て
集
積
場
に
出
す
。

　

現
在
33
名
（
男
性
10
名
、
女
性

23
名
）
の
会
員
で
活
動
し
て
お
り

ま
す
が
、
有
志
に
よ
る
卓
球
・
マ

ー
ジ
ャ
ン
・
カ
ラ
オ
ケ
（
コ
ロ
ナ

で
休
会
中
）
は
年
間
を
通
じ
て
週

一
回
の
機
会
を
も
っ
て
活
動
し
て

お
り
今
後
の
会
の
運
営
も
進
ん
で

入
会
し
て
貰
え
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
会
長
　

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
大
住
　
正
興

大
住
　
正
興

楽しかった日帰り温泉旅行楽しかった日帰り温泉旅行
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思い出 投稿
　

そ
の
こ
ろ
個
人
山
行
は
毎
夏
南
ア

ル
プ
ス
に
行
っ
て
い
た
。
30
代
の
こ
ろ
。

山
岳
部
で
は
生
徒
は
北
ア
ル
プ
ス
が
希

望
な
の
で
、
山
岳
部
で
は
北
ア
、
個
人

で
は
南
ア
と
い
う
の
が
そ
の
こ
ろ
の
夏

の
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。
南
ア
は
同
僚
の

Y
さ
ん
と
の
ふ
た
り
の
テ
ン
ト
山
行
が

多
か
っ
た
。

　

そ
の
時
は
大
鹿
の
塩
川
か
ら
入
山
し

て
三
伏
峠
、
２
日
目
は
長
い
荒
川
岳
の

急
登
を
頑
張
っ
て
荒
川
小
屋
ま
で
行

っ
て
幕
営
。
３
日
目
は
赤
石
、
百
間
洞

を
経
て
中
盛
丸
山
の
先
の
テ
ン
場
で
泊
。

こ
こ
に
は
水
が
な
い
の
で
百
間
洞
で
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
水
を
い
っ
ぱ
い
背
負
い
込

ん
で
登
り
上
げ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
さ

す
が
に
こ
の
頑
張
り
に
ふ
た
り
と
も
い

い
気
に
な
っ
て
、
つ
い
持
っ
て
き
た
ウ

イ
ス
キ
ー
を
明
日
の
分
ま
で
全
部
飲
ん

で
し
ま
っ
た
。

　

明
日
は
、
聖
岳
を
越
え
て
さ
ら
に
薊
畑

か
ら
西
沢
渡
ま
で
の
長
い
下
り
が
あ
る
。

西
沢
渡
で
の
酒
も
取
っ
て
お
か
ね
ば
な

ら
ぬ
の
に
。
今
ま
で
ビ
ン
に
線
を
引
い
て

今
日
は
こ
こ
ま
で
と
節
度
を
持
っ
て
我

慢
し
て
き
て
た
の
に
。
今
夜
は
そ
の
糸
が

切
れ
て
し
ま
っ
た
。
ケ
セ
ラ
セ
ラ　

明
日

は
明
日
の
カ
ゼ
が
吹
く　

酔
い
に
任
せ

て
フ
ー
ラ
フ
ラ
。
小
用
に
出
る
と
テ
ン
ト

の
外
は
真
っ
暗
闇
の
山
稜
を
濃
い
ガ
ス

が
音
を
た
て
て
流
れ
て
い
た
。

　

さ
て
４
日
目
、
朝
か
ら
今
夜
西
沢
渡

で
の
酒
な
し
の
夜
を
ど
う
や
っ
て
す
ご

し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
の
こ
と
で
頭

が
い
っ
ぱ
い
だ
。
梨
本
ま
で
下
れ
ば
店

が
あ
る
が
、
今
日
は
聖
岳
を
越
え
て
西

沢
渡
ま
で
く
だ
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
。

そ
こ
か
ら
梨
本
ま
で
の
森
林
鉄
道
跡
21

㎞
歩
き
な
ど
と
て
も
不
可
能
だ
。
ふ
た

り
と
も
無
口
で
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
兔
岳
、
聖

岳
へ
と
不
機
嫌
に
歩
む
。
昨
夜
の
勢
い

は
ど
こ
へ
や
ら
。
兔
岳
手
前
か
ら
眺
め

る
聖
岳
は
圧
巻
で
あ
る
。
威
風
堂
々
、

圧
倒
さ
れ
る
大
き
さ
だ
が
、
そ
れ
で
い

て
た
だ
大
き
い
だ
け
で
は
な
い
。
威
厳

も
あ
り
気
品
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
重

厚
さ
。
こ
れ
を
見
た
く
て
こ
こ
ま
で
苦

労
し
て
や
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

よ
く
見
ろ
。
し
っ
か
り
見
ろ
。
今
度
い

つ
来
れ
る
か
分
か
ら
ん
ぞ
。

　

や
っ
と
頭
が
酒
か
ら
離
れ
て
山
の
域

に
入
る
。
8
月
初
旬
、
山
は
も
う
初
秋
。

チ
シ
マ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ジ
ン

の
紫
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
や
コ
ケ
モ
モ
は
も

う
実
を
つ
け
て
い
る
。
最
低
鞍
部
か
ら
聖

へ
の
登
り
は
き
つ
い
が
花
々
に
助
け
ら

れ
ほ
ぼ
予
定
通
り
何
度
目
か
の
聖
岳
山

頂
に
着
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
下
る
一
方

だ
。
ま
た
今
夜
の
こ
と
が
頭
を
迫
め
て
く

る
。
切
な
い
が
た
だ
下
る
だ
け
し
か
な

い
。
大
部
降
っ
て
小
聖
岳
を
過
ぎ
た
時
だ

っ
た
。
奇
跡
が
起
き
た
の
は
…
…
。

　

下
の
方
か
ら
中
年
ぐ
ら
い
の
単
独
の

男
の
登
山
者
が
登
っ
て
来
た
。
大
部
疲

れ
て
い
る
感
じ
だ
。
道
を
ゆ
ず
っ
て
わ

き
に
よ
け
る
。
彼
が
話
し
か
け
て
き
た
。

「
重
く
て
し
か
た
な
い
の
で
良
か
っ
た
ら

こ
れ
も
ら
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」
な

ん
と
差
し
出
し
た
の
は
サ
ン
ト
リ
ー
の

ダ
ル
マ
（
オ
ー
ル
ド
）
だ
。
し
か
も
３

／
４
く
ら
い
も
残
っ
て
い
る
。

「
エ
ッ
？
エ
ッ
？
エ
ッ
？
」
二
人
と
も
絶

句
し
て
言
葉
が
出
な
い
。

「
私
、
東
京
△
△
大
の
○
○
と
言
い
ま
す
。

ハ
ア
ー　

ハ
ア
ー
」

「
ア
ッ　

ア
ノ　

い　

い
い
ん
で

す
か
‼
」「
ア　

ア
リ
ガ
ト　

で
す
」

あ
ま
り
の
驚
き
に
お
礼
の
言
葉
も
し
っ

か
り
出
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
そ
の
夜
の
遠
山
川

源
頭
、
西
沢
渡
の
テ
ン
ト
は
痛
飲
・
痛
快

だ
っ
た
。
ふ
た
り
し
て
奇
跡
っ
て
ホ
ン
ト

に
あ
る
ん
だ
な
ー
と
何
度
も
く
り
か
え

し
な
が
ら
。
お
か
げ
で
次
の
日
の
木
沢
梨

本
ま
で
の
森
林
鉄
道
21
㎞
歩
き
は
今
度

は
二
日
酔
い
の
フ
ラ
フ
ラ
だ
っ
た
。
恩
人

の
彼
の
名
前
も
興
奮
の
あ
ま
り
覚
え
て

お
ら
ず
、
40
数
年
、
失
礼
の
ま
ま
で
い
る
。

回
想
の
山
　
聖
岳
の
奇
跡

回
想
の
山
　
聖
岳
の
奇
跡

上
新
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　

上
新
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
橋
場
　
規
行

橋
場
　
規
行



第 27 号（10）令和 4 年 8 月発行

俳 

句
・
早
苗
田
に
雲
を
映
し
て
空
広
し

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
幾
雄

・
五
月
雨
を
寝
床
で
聞
き
て
野
良
巡
る 

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
友
悦

・
遠
き
山
夕
陽
に
光
る
蜘
蛛
の
糸 

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
北
原
昭
三
郎

・
樹
々
芽
吹
き
生
き
る
喜
び
八
十
路
越
え

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
梅
治

・
優
し
気
に
若
葉
を
撫
で
て
風
す
ぎ
る 

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
明
子

・
新
緑
を
牡
丹
が
彩
る
曼
陀
羅
に

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
松
田
　
泰
俊

・
我
里
は
浅
き
深
き
に
緑
な
り

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
田
村
ち
づ
子

・
閉
庁
舎
歴
史
を
詰
め
し
散
る
桜

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
晶
計

・
電
柱
に
鳶
が
羽
干
す
梅
雨
晴
れ
間

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
勝
司

・
産
直
で
山
羊
を
貸
し
ま
す
草
茂
る

ま
す
み
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

清
水
　
満

・
五
月
雨
に
母
待
つ
幼お
さ
な
ご児

顔
ぬ
れ
て

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
大
瀬
木
久
雄

・
雨
晴
れ
て
そ
ば
の
畑
の
緑
な
る

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
大
瀬
木
久
雄

・
タ
ン
ポ
ポ
よ
何
処
の
旅
に
と
び
立
ち
ぬ

坂
下
入
舟
旭
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

伊
藤
　
静
子

・
母
の
史
を
語
る
漬
樽
梅
の
雨　

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
黒
河
内
美
恵
子

・
里
山
冬
木
一
本
凛
と
し
て
立
つ

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
井
口
　
公
雄

・
剪
定
せ
し
木
々
の
木
口
に
新
芽
吹
く

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
節
子

文 芸 欄

短
歌

・
尺
八
の
郷
き
ょ
う
い
ん

韻
の
音ね

流
れ
来
し

老
い
往
く
仲
間
を
励
ま
す
如
し

御
園
友
愛
会
　
　
　
　 

北
原
佐
智
子

・
暗
闇
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て

大
小
の
蛍
が
描
く
光
の
ア
ー
ト

貝
沼
明
笑
会
　
　
　
　 

立
花
　
善
英

・
独
り
子
の
息
子
の
歓
喜
初
孫
を

「
歩
く
人
形
」
と
い
と
ほ
し
み
告
ぐ

坂
下
本
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
原
　
　
や
す

・
風
さ
や
か
護
国
の
宮
の
例
祭
に

神
楽
の
巫
女
へ
桜
舞
い
散
る

坂
下
本
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
有
賀
　
昭
洋

・
柿
の
実
の
残
る
梢
に
山
が
ら
の

声
高
く
鳴
き
夕
闇
せ
ま
る

野
菊
会
　
　
　
　
　
　 

羽
場
美
和
子

・
陽
射
し
せ
る
戸
外
に
出
て
て
聞
く
声
は

ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
が
風
に
乗
り
く
る

野
菊
会
　
　
　
　
　
　 

北
島
す
み
ゑ

・
鶯
の
声
聞
こ
え
し
か
と
耳
す
ま
す

確
か
に
鳴
き
し
ダ
ム
流
の
道

野
菊
会
　
　
　
　
　
　 

宮
下
賀
幸
子

・
免
許
更
新
認
知
症
テ
ス
ト

幾
度
か
大
砲
以
下
の
絵
柄
覚
え
り

ま
す
み
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

清
水
　
満

・
男
の
子
ほ
し
く
て
買
ひ
し
か
亡
き
父
の

兜
飾
り
て
節
句
を
祝
ふ

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
広
瀬
千
代
美

川 

柳
・
田で
ん

青
く
馬
肥
ゆ
る
麦
秋　

貝
沼
明
笑
会
　
　
　
　
堤
橋
　
一

・
音
沙
汰
の
無
い
の
が
無
事
の
証
か
な

貝
沼
明
笑
会
　
　
　
　
立
花
　
善
英

・
手
に
ル
ー
ペ
老
眼め
が
ね鏡

も
か
け
て
小
文
字
み
る

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
伊
奈
　
寿
子

・
て
い
ね
い
に
眉
ひ
く
紅
さ
す
敬
老
会

境
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
伊
奈
　
寿
子

・
妻
亡
く
し
そ
の
有
り
難
さ
身
に
し
み
る

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
井
口
　
公
雄

・
御
嶽
海
に
負
け
ぬ
ぞ
腹
の
大
き
さ
は

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
広
瀬
千
代
美
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編 集 後 記
　新しい年度になり、役員の顔ぶれも何人か変わられました。広報部も
新しいメンバーで発足いたしました。
　皆様のより一層のご指導・ご協力の程、お願い申し上げます。
　さて、諸々の記事を見ますと、コロナ、コロナ……記載がない日はあ
りません。また、大分落ち着いてきたと思ったら第7波が到来 !　単位
クラブの皆様も今まで通りの活動を再開するのが中々難しいと思いま
す。これからも気を付けなければいけませんが、「落ち着いたら徐々に
集まって活動を再開できればいいな」と思っています。
　市高連だより 27 号発行にあたりご協力いただきました皆様にお礼
を申し上げます。
　随時、原稿募集しておりますので、ご寄稿をよろしくお願いいたし
ます。

　広報部長　中村　晴一

市高連事務局より お知らせ市高連事務局より お知らせ
　

令
和
４
年
度
も
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動

や
行
動
に
制
限
が
あ
り
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長

さ
ん
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

伊
那
市
内
の
感
染
レ
ベ
ル
や
感
染
者
数
も

今
ま
で
に
な
い
人
数
に
な
っ
て
い
た
り
、
レ

ベ
ル
の
上
が
り
具
合
が
急
だ
っ
た
り
と
、
今

ま
で
に
な
い
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
て
個
人
的

に
も
対
応
に
慌
て
た
り
な
ん
と
な
く
バ
タ
バ

タ
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
市
高
連
の

会
員
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
５
月
の
役

員
指
導
者
研
修
会
を
行
い
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
も
２
年
ぶ
り
に
大
会
が
開
催
で
き
た
り
と

少
し
順
調
に
動
き
出
し
た
矢
先
の
こ
の
状
況

に
、
会
員
の
皆
様
も
な
か
な
か
大
変
な
思
い

を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
ご

自
身
の
身
を
守
る
こ
と
、
そ
し
て
今
ま
で
の

活
動
を
動
き
を
止
め
ず
に
前
向
き
に
生
活
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
さ
ん
の
中
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅

の
中
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
「
退
屈
だ
な

〜
…
…
」
と
感
じ
て
い
る
と
き
に
、
ふ
と
毎

日
読
ん
で
い
る
新
聞
の
1
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た

ぬ
り
絵
に
色
を
塗
り
応
募
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

見
事
入
選
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
き
っ
か
け
」
っ
て
わ
か
ら
な
い
も
の
で

す
ね
…
…
何
気
な
い
こ
と
や
、
ふ
と
し
た
こ

と
な
ど
で
こ
ん
な
に
も
嬉
し
い
結
果
に
な
り
、

素
晴
ら
し
い
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
コ
ロ
ナ
禍
で
お
家
時
間
が
多

く
な
っ
た
り
、
猛
暑
の
中
で
出
歩
く
こ
と
が

で
き
な
い
な
ど
の
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
…
…
今
年
度
も
色
々
と

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



入会のお問い合わせは地区単位クラブ会長、
または伊那市高齢者クラブ連合会事務局（電話 0265-73-2544）まで

　老人クラブは、年を取り何もすることが無く
なったから入るのでなく、上手に年を重ねるた
めにあります。
　何もしないでいると、認知症や寝たきりのリ
スクが高くなると言われています。老人クラブ
を上手に使い、人生 100歳時代を楽しく、生き
がいを持って生きましょう !

クラブ未加入のみなさん!

さまざまな趣味活動を
通して、かけがえのない仲間が

できます。またこれまでの経験を生か
した地域貢献であなたの力を発

揮してください。

健康づくり
シニアスポーツ

趣味・文化
レクリエーション

環境整備
防災活動

友愛活動
ボランティア活動

伝承活動
世代交流

学習活動
リーダー研修

多彩なシニアクラブの活動多彩なシニアクラブの活動

シニアクラブに加入しませんか？シニアクラブに加入しませんか？
おおむね 60 歳以上の方ならだれでも加入できます。おおむね 60 歳以上の方ならだれでも加入できます。

多様な文化活動、
スポーツ活動をして
います。あなたにぴ
ったりの活動が、き

っとあります

私たちは伊那市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

クロスワードの答え：スイカ
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